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謹
ん
で
新
春
の
お
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連

合
会
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
世
界
的
な
異
常
気

象
で
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
多
く

の
犠
牲
者
が
出
た
地
域
が
あ
り

ま
し
た
。
我
が
国
で
も
異
常
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
我
が
国
経

済
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決

定
し
た
こ
と
も
重
な
り
、
国
内

需
要
主
導
で
い
く
ら
か
日
本
経

済
の
再
生
が
進
み
、
高
級
品
が

売
れ
る
ま
で
回
復
し
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
で
す
が
、
未
だ
中
小

企
業
の
景
気
回
復
を
実
感
す
る

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
高

齢
化
や
人
口
減
少
等
の
構
造
的

な
問
題
、
国
内
産
業
の
空
洞
化

も
あ
り
、
特
に
国
産
タ
イ
ル
メ

ー
カ
ー
や
問
屋
の
廃
業
が
多
い

こ
と
も
現
実
で
す
。

我
々
タ
イ
ル
工
事
業
者
に
至

っ
て
は
、
同
業
者
間
で
の
安
値

受
注
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
結
局
は
タ
イ
ル
工
の
賃

金
下
落
に
伴
い
、
業
界
に
若
者

が
入
職
し
な
い
と
い
う
悪
循
環

の
構
図
で
す
。
ひ
い
て
は
各
単

組
の
組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、

組
合
解
散
と
い
う
最
悪
の
事
態

に
な
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
現
実
を
非
常
に
危
惧
し
て
お

り
ま
す
。

連
合
会
の
主
要
な
事
業
の
一

つ
で
あ
る
「
技
能
検
定
」
が
連

合
会
三
団
体
の
弱
体
化
に
よ
り

開
催
不
能
に
な
る
と
い
う
よ
う

な
事
態
だ
け
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

年
始
に
あ
た
り
本
年
は
初
心

に
戻
り
、
連
合
会
三
団
体
が
タ

イ
ル
工
不
足
を
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
回
復
で
き
る
か
を
話
し
合

い
、
来
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
知
恵
を
出
し
合

い
、
連
合
会
の
運
営
に
一
鞭
を

入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
幸
い

三
団
体
は
非
常
に
友
好
的
関
係

に
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆

様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組

合
連
合
会
、
連
合
組
合
員
の
皆

様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
年
の

初
め
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
関
係
各
位
の
深

い
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を

賜
り
、
ま
た
連
合
会
の
諸
活

動
、
充
実
と
発
展
に
も
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
「
午
年
」
で
す
。
馬

に
ち
な
ん
だ
諺
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
私
は
今
年
ほ
ど
諺
が

当
て
は
ま
る
年
は
無
い
よ
う
な

気
が
致
し
ま
す
。

中
国
の
古
書
「
准
南
子
（
え

な
ん
じ
）」に
出
て
来
る
諺
で

す
。

「
塞
翁
と
は
、
砦
に
住
む
老
人

の
こ
と
、
あ
る
日
こ
の
老
人
の

愛
馬
が
敵
陣
に
逃
げ
て
し
ま

い
、
人
々
は
こ
の
不
幸
を
慰
め

た
。
数
ケ
月
し
て
逃
げ
た
馬
は

立
派
な
馬
を
引
き
連
れ
て
老
人

の
元
に
帰
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ

が
彼
の
一
人
息
子
が
こ
の
馬
に

乗
っ
て
落
馬
し
、
重
傷
を
負
っ

た
。
人
々
は
不
幸
を
嘆
い
た

が
、
塞
翁
は
、
幸
は
不
幸
を
も

た
ら
し
、
不
幸
は
幸
を
連
れ
て

来
る
の
で
、
息
子
の
骨
折
も
不

幸
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
と
考

え
た
。
や
が
て
戦
争
が
起
り
若

者
は
皆
召
集
さ
れ
、
全
員
が
戦

死
し
て
し
ま
っ
た
が
、
老
人
の

息
子
だ
け
は
足
が
不
自
由
だ
っ

た
た
め
召
集
を
免
れ
死
な
ず
に

す
ん
だ
。」

「
人
間
は
、
何
が
幸
せ
で
何

が
不
幸
か
は
わ
か
ら
な
い
。
現

在
は
不
幸
と
見
え
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
次
に
く
る
幸
福
の

前
兆
な
の
だ
」
と
。

長
引
く
不
況
に
よ
り
多
く
の

人
が
今
、
苦
し
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
苦
し
み
も
い
ず
れ
訪

れ
る
幸
せ
の
前
兆
な
の
だ
と
考

え
、
夢
を
も
っ
て
今
年
も
共
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
渇
望
す

る
限
り
で
す
。

何
と
な
く
、

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し
。

元
旦
の
朝
晴
れ
て
風
無
し
。

（
啄
木
）

本
年
も
何
卒
ご
指
導
・
ご
支

援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
と

も
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
タ
連
会
長
職
を
皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
一
期
２

年
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
矢
部
新
会
長
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
業
界
の
取
り

巻
く
環
境
で
す
が
、
脱
デ
フ
レ

を
目
指
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
震

災
復
興
、
消
費
税
引
き
上
げ
前

の
駆
け
込
み
需
要
や
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
ま
た
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
先
行

き
大
変
忙
し
い
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
対
応
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う

か
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
は
時

間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
深
刻
化

す
る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す

し
、
そ
れ
に
よ
り
タ
イ
ル
需
要

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
世
相
を
表
す
「
今
年

の
漢
字
」
に
「
輪
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
輪
と
い
う
字
に
は
大

勢
の
方
々
が
加
わ
っ
て
円
滑
に

回
転
し
て
い
く
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
組
合
も
将
来
に
向
け
一

致
協
力
し
、
大
き
な
飛
躍
目
指

す
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
・
ご

鞭
漣
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
相
互
扶
助
」と「
友
愛
精
神
」で

「
塞
翁
が
馬
」
の
よ
う
な
幸
せ
の
前
兆

三
団
体
で
知
恵
を
出
し
合
い

タ
イ
ル
工
育
成
を

連
合
会
会
長

矢
部

晴
也

（
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

理
事
長
）

連
合
会
副
会
長

塩
原

且
宏

（
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

組
合
長
）

連
合
会
副
会
長

舘

正
和

（
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

理
事
長
）
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「
国
内
の
青
年
技
能
者
の
技
能

レ
ベ
ル
を
競
う
」
第
５１
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
が
、
厚
生
労
働

省
お
よ
び
中
央
職
業
能
力
開
発

協

会

の

主

催

で
１１
月
２２
日

（
金
）
〜
２５
日
（
月
）
の
４
日

間
に
わ
た
っ
て
、
幕
張
メ
ッ
セ

な
ど
を
会
場
に
し
て
行
な
わ
れ

た
。競

技
は
、
２３
日
（
土
）
〜
２４

日
（
日
）
の
２
日
間
。
会
場
は

幕
張
メ
ッ
セ
を
中
心
に
１４
ヵ
所

に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
が
、

２３
歳
以
下
の
若
者
１
１
２
７
名

が
４０
職
種
で
そ
の
技
量
を
競
い

合
っ
た
。
タ
イ
ル
張
り
職
種
は

出
場
選
手
６
名
、
幕
張
メ
ッ
セ

を
会
場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
優
勝
・
入
賞
は
次
の
と

お
り
。

「
タ
イ
ル
張
り
」
職
種
の
競
技

概
要

■
運
営
員

立
石
一
真（（
一
社
）
全
国
タ

イ
ル
業
協
会
）

■
競
技
委
員

金
澤
久
雄（（
一
社
）
日
本
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
会
／
競
技

主
査
）

瀧
山
有
二（（
一
社
）
全
国
タ

イ
ル
業
協
会
）

篠
塚

進（（
一
社
）
日
本
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
会
）

鈴
木
久
夫（（
一
社
）
日
本
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
会
）

■
出
場
選
手

益
山
和
輝
（
千
葉
県
／
㈲
影

山
工
業
）

矢
澤
翔
子
（
東
京
都
／
東
京

都
立
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
）

飯
嶋
諒
斗
（
東
京
都
／
藤
英

工
業
㈱
）

岡
林
雅
弘
（
東
京
都
／
㈱
陶

秀
）金

野
純
也
（
東
京
都
／
㈱
陶

秀
）小

野
裕
太
郎
（
愛
知
県
／
㈱

菅
沼
タ
イ
ル
店
）

■
競
技
時
間

「
タ
イ
ル
張
り
職
種
」
の
競
技

時
間
は
、
標
準
時
間
９
時
間
３０

分
（
打
切
時
間
１０
時
間
３０
分
）

で
、
１
日
目
９
時
〜
１２
時
、
１３

時
〜
１６
時
３０
分
、
２
日
目
９
時

３０
分
〜
１２
時
、
１３
時
〜
１４
時
３０

分「
タ
イ
ル
張
り
」
競
技
を
終
え

て金
澤
競
技
主
査
の
総
評

「
競
技
課
題
で
は
タ
イ
ル
施
工

・
加
工
の
精
度
と
美
し
さ
、
早

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の

競
技
課
題
は
壁
タ
イ
ル
を
１
０

０
角
に
変
更
し
、
難
易
度
的
に

は
前
回
よ
り
少
し
上
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
と
く
に
今
回
か
ら

は
初
め
て
工
具
と
し
て
サ
ン
ダ

ー
（
電
動
工
具
）
を
使
用
す
る

の
を
や
め
、
食
切
り
と
カ
ッ
タ

ー
だ
け
使
っ
て
加
工
し
て
も
ら

う
よ
う
改
訂
し
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
難
易
度

が
上
が
り
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
結
果

的
に
は
上
位
三
選
手
が
標
準
時

間
内
に
課
題
を
完
成
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
し
、
丁
寧
で
き
れ
い

な
仕
上
が
り
で
し
た
。

選
手
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
マ
ス

ク
も
な
く
な
り
、
作
業
台
も
各

自
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
会

場
も
見
や
す
く
な
り
、
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
業
界
以
外
か

ら
の
見
学
者
が
少
な
か
っ
た
の

が
残
念
で
し
た
が
、
大
会
が
無

事
、
成
功
の
う
ち
に
終
了
で
き

た
の
は
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

競
技
委
員
・
運
営
委
員
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。」

■
審
査
結
果
・
入
賞
者

金

賞：

矢
澤
翔
子

銀

賞：

小
野
裕
太
郎

敢
闘
賞：

飯
嶋
諒
斗

■
金
賞
・
矢
澤
翔
子
選
手
の
コ

メ
ン
ト

「
東
京
都
立
城
東
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
内
外
装
仕

上
科
・
４
月
生
で
昨
年
９
月
末

に
卒
業
、
金
澤
タ
イ
ル
工
業
所

に
職
人
と
し
て
就
職
し
ま
し

た
。
タ
イ
ル
施
工
は
大
好
き
、

仕
事
も
楽
し
い
で
す
。
先
生
に

推
め
ら
れ
、
学
校
で
も
会
社
で

も
特
訓
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

大
会
で
は
精
一
杯
頑
張
り
ま
し

た
。
少
し
ミ
ス
し
て
完
成
度
に

悔
い
が
残
り
ま
し
た
が
、
達
成

感
は
あ
り
ま
し
た
。
自
分
と
し

て
は
５０
点
く
ら
い
の
出
来
で
し

た
。
結
果
的
に
、
金
メ
ダ
ル
が

取
れ
て
最
高
に
う
れ
し
い
！
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
や
会

社
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
い
職
人
に
な
り
ま
す
。」

（
以
上
、
敬
称
略
）

「タイル張り」課題完成例

第
５１
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
２
０
１
３

熱
戦
の
タ
イ
ル
張
り
競
技
で
、
女
子
選
手
が
初
の
栄
冠
�

敢闘賞の飯嶋選手

岡林選手 金野選手

益山選手

金澤競技主査

「タイル張り」出場選手と競技
委員・役員の皆さん

銀
賞
の
小
野
選
手

優
勝
（
金
賞
）
の
矢
澤
選

手

（６）平成２６年１月１５日東 タ 連 広 報第２０３号


